
「
救
急
の
日
」
は
、
昭
和
57
年
に
救
急

医
療
及
び
救
急
業
務
に
対
す
る
国
民
の
正

し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
「
救
急
医
療
週
間
」

と
と
も
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

以
来
、
毎

年
９
月
９
日

を
「
救
急
の

日
」
と
し
、

こ
の
日
を
含

む
１
週
間
を

「
救
急
医
療

週
間
」
と
し

て
、
全
国
各

地
に
お
い
て

応
急
手
当
の

講
習
会
を
中

心
と
し
た
救

急
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な

行
事
が
実
施
さ
れ
、
今
年
は
、
利
根
沼

田
地
域
に
お
い
て
、
記
念
行
事
と
し
て

「
群
馬
県
救
急
医
療
懇
談
会
」
が
利
根

沼
田
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
懇
談
会
は
、
県
内
の
医
療
機
関

や
消
防
本
部
の
救
急
医
療
に
携
わ
る
人

た
ち
が
過
去
の
救
急
医
療
に
対
す
る
問

題
点
や
、
今
後
の
救
急
医
療
の
課
題
等

に
つ
い
て
研
究
発
表
を
行
う
場
所
と
な

っ
て
い
ま
す
。

【
応
急
手
当
に
つ
い
て
】

応
急
手
当
は
、
急
病
や
交
通
事
故
な

ど
の
救
急
事
故
が
発
生
し
た
時
、
救
急

隊
員
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
、
現
場

付
近
に
居
合
わ
せ
た
人
が
、
適
切
な
応

急
処
置
を
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
傷
病
者
の
救
命
効
果
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

住
民
に
よ
る
応
急
手
当
を
救
急
隊
員

が
引
き
継
ぎ
、
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
と

い
う
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

利
根
沼
田
広
域
消
防
で
は
、
こ
の
よ

う
な
応
急
処
置
を
速
や
か
に
行
え
る
よ
う
、

地
域
の
人
た
ち
が
自
由
に
参
加
で
き
る
普

通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

講
習
会
で
は
、
止
血
法
、
心
肺
蘇
生
法

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

使
用
し
た
応
急
手
当
を
学
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

【
Ａ
Ｅ
Ｄ
っ
て
何
？
】

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器
の

略
称
で
心
停
止
し
た
心
臓
に
除
細
動
（
電
気

シ
ョ
ッ
ク
）
を
与
え
る
救
命
器
具
で
す
。

救
急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
一
般
の
方
で

も
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
心
肺
蘇
生
法
を

行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
音
声
ガ
イ
ド
に

従
っ
て
簡
単
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。現

在
、
公
共
機
関
を
は
じ
め
色
々
な
施

設
に
設
置
さ
れ
は
じ
め
て
き
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
救
急
の
日
を
機
会
に
応
急

手
当
や
救
命
知
識
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

森林と人 職・住・遊・学 圏域づくり

広　域
平成18年９月１日
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９
月
９
日
は
救
急
の
日
！

親
子
見
学
会
が
大
盛
況
に
開
催
！

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、
８
月
19
日
（
土
）
に
小
学
生
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
見
学
会
が
、

募
集
定
員
を
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
の
大
盛
況
の
な
か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
設
け
ら
れ
た
放
水
体
験
や
は
し
ご
車
の
搭
乗
体
験
、
各
消
防
車
、
救
急
車
の
見
学
で
は
、
多
く
の

家
族
が
興
味
深
々
で
見
学
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
親
子
に
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
「
色
々
な
催
し
物
が
あ
っ
た
り
、
普
段
間
近
で
見
れ
な
い
緊
急
車
両
が

見
学
で
き
て
子
供
は
大
喜
び
で
す
。
夏
休
み
の
良
い
思
い
出
に
な
る
と
思
い
ま
す
。」
と
お
母
さ
ん
が
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
隣
で
は
子
供
さ
ん
が
、「
は
し
ご
車
は
高
く
て
と
て
も
怖
か
っ
た
け
ど
、
遊
園
地
み

た
い
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
担
当
し
た
職
員
は
「
多
く
の
皆
さ
ん
が
楽
し
そ
う
に
し
て
い
た
の
が
印
象
的
で
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
、
こ
れ
か
ら
も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
見
学
会
を
続
け
て
行
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
残
暑
の
厳
し
い
中
、
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

来
年
も
多
く
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

■
試
験
日

11
月
26
日
（
日
）

■
種
類

甲
種
・
乙
種
・
丙
種

■
会
場

渋
川
工
業
高
等
学
校
・
前
橋
工
業
高
等
学

校
・
高
崎
工
業
高
等
学
校
ほ
か

■
受
験
料
（
郵
便
振
替
）

甲
種
　
五
、
〇
〇
〇
円

乙
種
　
三
、
四
〇
〇
円

丙
種
　
二
、
七
〇
〇
円

■
受
付
期
間

10
月
10
日
（
火
）
〜
19
日
（
木
）

■
受
付
場
所

各
消
防
署

【
準
備
講
習
会
】

危
険
物
取
扱
者
試
験
を
受
験
す
る
方
を
対
象
に
、
準

備
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
対
象

乙
種
第
四
類
　

■
講
習
日

10
月
23
日
（
月
）

■
会
場

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
３
階
講
堂

■
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

防
火
協
会
会
員
七
、
三
〇
〇
円

非
会
員
八
、
三
〇
〇
円

■
定
員

一
〇
〇
人

■
受
付
期
間

10
月
10
日
（
火
）
〜
19
日
（
木
）

■
受
付
場
所

各
消
防
署

【
甲
種
防
火
管
理
者
再
講
習
会
開
催
】

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
劇
場
・
飲
食
店
・
店
舗
・

ホ
テ
ル
・
病
院
な
ど
不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る

建
物
（
特
定
防
火
対
策
物
）
の
う
ち
、
建
物
全
体
の
収

容
人
数
が
３
０
０
人
以
上
の
防
火
管
理
者
が
受
講
義
務

対
象
と
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
再
講
習
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

■
日
時

11
月
17
日
（
金
）

■
場
所

利
根
沼
田
文
化
会
館

■
受
付

10
月
30
日
（
月
）
〜
11
月
９
日
（
木
）

※
受
講
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
受
講
料

二
、
〇
〇
〇
円

■
定
員

一
〇
〇
人

※
受
講
該
当
者
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
消
防
本
部
及

び
各
消
防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会
開
催
】

（
第
一
回
及
び
第
二
回
は
終
了
し
て
い
ま
す
。）

■
開
催
日
・
場
所
及
び
定
員

第
一
回
　
６
月
25
日
（
日
）
北
消
防
署
　
　
15
人

第
二
回
　
８
月
20
日
（
日
）
中
央
消
防
署
　
20
人

第
三
回
　
10
月
８
日
（
日
）
東
消
防
署
　
　
15
人

第
四
回
　
11
月
26
日
（
日
）
西
消
防
署
　
　
15
人

第
五
回
　
１
月
28
日
（
日
）
中
央
消
防
署
　
20
人

■
時
間

午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

※
受
講
申
し
込
み
等
に
つ
い
て
は
消
防
本
部
及
び
各
消

防
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
　
　
1
２
２
ー
３
１
３
７

中
央
消
防
署
　
1
２
４
ー
１
７
３
４

東
消
防
署
　
　
1
５
６
ー
２
３
０
０

西
消
防
署
　
　
1
６
４
ー
０
０
０
２

北
消
防
署
　
　
1
７
２
ー
４
３
４
９

【
群
馬
県
消
防
救
助
技
術
指
導
会
結
果
】

平
成
18
年
６
月
29
日
（
木
）
に
群
馬
県
消
防
学
校
で
、

第
30
回
群
馬
県
消
防
救
助
技
術
指
導
会
が
開
催
さ
れ
、

ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
渡
過
（
井
上
剛
旭
副
士
長
）
が
準
優

勝
。

障
害
突
破
（
笹
原
利
幸
副
士
長
、
高
山
直
樹
副

士
長
、
石
田
敬
史
副
士
長
、
松
井
智
彦
消
防
士
、
片
野

正
一
消
防
士
）
で
第
３
位
と
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
ま
し
た
。

おお

知知

らら

せせ

報報

　　

告告

こ
れ
か
ら
台
風
が
多
く
発
生
す
る
季
節
に
な
り
ま
す
。

過
去
の
台
風
を
み
る
と
、
夏
以
降
の
台
風
は
比
較
的
大
き
な
台
風
に
発

達
し
、
全
国
各
地
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
す
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

台
風
は
進
路
と
規
模
等
が
事
前
に
天
気
予
報
で
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

自
分
自
身
で
事
前
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

台
風
情
報
を
よ
く
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
と
も
に
、
家
族
で
万
が
一
の
場
合

に
備
え
対
策
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
台
風
以
外
で
も
、
大
雨
や
長
雨
が
続
い
た
時
に
は
、
山
の
動
き

や
木
の
動
き
、
川
の
流
れ
等
を
確
認
し
、
普
段
と
何
か
が
違
う
と
感
じ
た

ら
避
難
等
を
し
て
く
だ
さ
い
。
土
砂
崩
れ
や
災
害
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
普
段
か
ら
、
家
族
全
員
で
家
の
周
り
や
通
学
・
通
勤
路
等

の
危
険
箇
所
を
調
査
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

<

７
月
19
日
沼
田
市
下
久
屋
町
で
発
生
し
た
土
砂
崩
れ>

特集

台
風
災
害

「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
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「障害者自立支援法」の施行に伴いこれまで、身体障害・知的障害・精神障害に関する福祉サービスや公

費負担医療は、個々の法律に基づいて提供されてきましたが、市町村が主体となって、障害種別に関わり

無く一元的に共通のサービスを提供する仕組みになりました。

なお、広域組合において、介護給付に係る審査会を設置して審査を行うこととなりました。

障害程度区分の審査判定を開始しました

サ ー ビ ス 利 用 の 申 請

障害程度区分認定調査（106項目）

一次判定（各市町村）

二次判定（審査会）

医師の意見書

利根沼田障害程度区分認定審査会委員

暫定支給決定障 害 程 度 区 分 の 認 定 （各市町村）

介護給付を
希望する場合

訓練等給付を
希望する場合

職　　　種 氏　名 勤　務　先　等

矢 内 正 男

田 中 志 子

半 田 　 学

神 宮 陽 子

高 橋 正 雄

原　　眞由美

兵 藤 弘 子

巻 口 菊 一

河 合 智 久

中　村　とみ子

矢 内 整 形 外 科 医 院

内 田 病 院

上 牧 温 泉 病 院

内 田 病 院

和 み の 家

と ね 診 療 所

利 根 教 育 事 務 所

た け の こ 学 園

利 根 西 部 福 祉 作 業 所

沼 田 市 社 会 福 祉 協 議 会

医 師

理 学 療 法 士

作 業 療 法 士

社 会 福 祉 士

精神保健福祉士

学 識 経 験 者

施 設 関 係

ホームヘルパー

※委員の委嘱期間は、平成19年３月31日まで　　　　　　　　　　　　　　　　敬称略



平成17年度は、全国的に記録的な大雪に見舞われた年でありました。利根沼田管内も、前例の
ない積雪量を記録し、家屋等に多大な被害を受けました。
また、平成16年度に農業災害補償法が改正されましたが、この制度の一層の普及と定着に向け、
事業を展開しています。
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平成17年度 農業共済事業実績報告

農作物共済を始め、家畜、果樹、畑作物、園芸施設の各共済では総額1,107千円の

経費により損害防止事業を実施して被害の低下及び未然防止に努めました。
損害防止事業

農作物、果樹、畑作物、園芸施設の各共済では３年間被害が少ないかまた無被害の

農家に対して、掛金の一部を払い戻す制度があります。平成17年度は、全事業で総

額5,955千円を払い戻しました。
無事戻し制度

家畜共済においては
死廃事故、病傷事故に
ついての支払いで対掛
金支払率は190.5%と
なっています。

家　畜　共　済
引 受 戸 数

引 受 頭 数

共 済 金 額

農 家 負 担 額

支 払 共 済 金

無 事 戻 金

損 害 防 止 費

積立金額※1

戸　

頭

千円

千円

千円

千円

千円

千円

162

7,150

784,427

69,132

131,735

0

5,438

0

農作物共済について
は、水稲で生育期から
収穫期にいもち病･風
水害･獣害による被害
があり、共済金が支払
われています。

農作物共済（水稲）
引 受 戸 数

引 受 面 積

共 済 金 額

農 家 負 担 額

支 払 共 済 金

無 事 戻 金

損 害 防 止 費

積立金額※1

戸　

ａ

千円

千円

千円

千円

千円

千円

3,575

97,433

773,777

14,423

1,373

1,891

3,351

81,974

果樹共済では、台風
及び降ひょうの被害が
あり、共済金が支払わ
れています。

果樹共済（りんご）
引 受 戸 数

引 受 面 積

共 済 金 額

農 家 負 担 額

支 払 共 済 金

無 事 戻 金

損 害 防 止 費

積立金額※1

戸　

ａ

千円

千円

千円

千円

千円

千円

140

5,317

499,810

8,508

913

2,344

1,338

27,537

麦に関しては、被害
がありませんでした。

農作物共済（麦）
引 受 戸 数

引 受 面 積

共 済 金 額

農 家 負 担 額

支 払 共 済 金

無 事 戻 金

損 害 防 止 費

積立金額※1

戸　

ａ

千円

千円

千円

千円

千円

千円

4

84

238

6

0

0

0

2,820

園芸施設共済では、
９月の台風による風害
等に対して共済金が支
払われています。

園芸施設共済
引 受 戸 数

引 受 棟 数

共 済 金 額

農 家 負 担 額

支 払 共 済 金

無 事 戻 金

損 害 防 止 費

積立金額※1

戸　

棟

千円

千円

千円

千円

千円

千円

610

3,809

1,426,967

7,564 

4,588

1,689

674

12,012

畑作物共済(蚕繭)に
ついては、春と初秋に
生理病が発生し、共済
金が支払われていま
す。

畑作物共済（蚕繭※2）
引 受 戸 数

引 受 箱 数

共 済 金 額

農 家 負 担 額

支 払 共 済 金

無 事 戻 金

損 害 防 止 費

積立金額※1

戸　

箱

千円

千円

千円

千円

千円

千円

100

527

22,351

122

182

31

272

14,600

（注※1）積立金額は平成17年度末です。 （注※2）蚕繭は全５蚕期の合計です。
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ＮＯＳＡＩ利根沼田 特別企画旅行のご案内 沼田発着

旅 行 期 日 平成１８年１２月６日（水）～９日（土）

旅 行 代 金 お一人様　７４,０００円

募 集 人 員 ４０名様（最少催行人員３０名）

申込締切日 平成１８年１０月２０日（金）

主な内容：蘇州日帰り観光､豫園観光､上海雑伎観覧

旅 行 期 日 平成１９年１月２７日（土）

旅 行 代 金 大人（１８才以上） ９,０００円

中人（中学生・高校生） ８,４００円

小人（４才～小学生） ７,４００円

募 集 人 員 ２００名様（最少催行人員８０名）

申込締切日 平成１８年１２月８日（金）

お申し込み
お問い合わせＮＯＳＡＩ利根沼田「総務係」10278－23－5110

東京ディズニーランドの旅東京ディズニーランドの旅

～ミールクーポンお一人様１,０００円つき～

建物共済においては、事故件数は前年度より減少しましたが、全焼火災が多かったことに
より、支払共済金は前年対比、157.4%となりました。

建　物　共　済

引受棟数

共済金額

引受棟数

共済金額

引受棟数

共済金額

棟

万円

棟

万円

棟

万円

1,429

632,701

17,365

18,592,358

18,794

19,225,059

引 受 関 係

総
合

火
災

計

件 数

棟 数

支払共済金

件 数

棟 数

支払共済金

件

棟

万円

件

棟

万円

12

14

13,679

81

82

464

火
　
災

落
　
雷

件 数

棟 数

支払共済金

件 数

棟 数

支払共済金

件

棟

万円

件

棟

万円

33

34

462

8

8

285

自
然
災
害

そ
の
他

事 故 関 係



「プラネタリウム無料特別投影」
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入 場 無 料

学習団体投影　休館日以外随時
※投影後星座早見盤をさしあげます。
※都合により投影が中止になる場合があります。
観覧ご希望の方はお問い合わせの上来館して
ください。

毎週土曜日（休館日を除く）
午後２時より４０分間

９月
10月
11月
12月

お月様とうさぎ
おひつじ座のはなし
エチオピア王家の星
クリスマスのはなし

投 影 時 間

利根沼田文化会館
〒378－0051 沼田市上原町１８０１－２
TEL ２４－２９３５　FAX ２２－７２２６
毎週月曜日休館
http://www.oze.or.jp/～kaikan/

利根沼田文化会館主催事業案内�

第32回 郷土の芸能祭
日　時　11月25日（土）・26日（日）
場　所　文化会館（大ホール）

第31回 郡市民芸術文化作品展
日　時　11月24日（金）～26日（日）
場　所　文化会館管理棟（１階～４階）

※主催事業のお問い合わせは文化会館へ!!

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

海外でも大活躍の二人組が、パントマイムの
おもしろさを、とってもわかりやすくお見せし
ます。マジックやバルーンショーなども織りま
ぜながら、子どもから大人まで楽しめる愉快な
パフォーマンスです。

と　き 10月28日（土）
１回目 午前11時00分　　
２回目 午後３時00分　
ところ 文化会館小ホール
入場料 無料　　
定　員 各回280名
※９月23日(土)より整理券を発行します。
※定員になった場合は入場をお断りするこ
とがあります。

と　き 10月28日（土）
１回目 午前10時00分　　
２回目 午後２時00分　
入場料 無料　　
定　員 各回48名
※各回30分前より入場整理券をおくばり
します。
※投影後に星座グッツのあたる抽選会があ
ります。

群馬県民の日記念事業開催！

「ハトちゃんマンちゃんのコミックマイムショー」

「プラネタリウム無料特別投影」

「ハトちゃんマンちゃんのコミックマイムショー」

文化会館が実施する群馬県民の日を記念

しての事業です。

家族そろってお出かけください。

県民の日は文化会館で楽しんじゃおう!


